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２．大学の将来構想 

近畿大学は、1925年(大正14年)の創設以来82年の歴

史を数え、2007年（平成19年）現在、11の学部と法科

大学院、11の大学院研究科、17の附置研究所、そして3

つの総合病院等を持つ本邦屈指の私立総合大学として

発展して来ている。本学は、｢実学重視と未来志向｣の

建学の精神に則り、地域社会をリードする人材育成・

輩出機能を社会から要望され、それに基づき地域から

日本やアジアの社会に貢献してきた伝統と実績を有し

ている。さらに、本学は、平成18年度から継続して「AA-」

(R&I社)の第三者評価を受け、私立大学としての経営・

財政面に関する社会的信頼を獲得している。 

これらの大学を取り巻く社会的状況を背景に、本学

の更なる発展を目指して、「21世紀教育改革委員会（委

員長：学長 畑 博行）」を発足させた。この委員会で

は、教養教育の重点化と専門教育との有機的統合、「知

の創造」を目指した各学部・大学院研究科の発展的改

革、専門領域横断的教育研究のプラットホーム体制の

構築などを検討し、その実施対策を策定してきている。

特に、国際社会における新しい時代を切り拓く先鋒と

なる大学院教育研究に関しては、「21世紀教育改革委

員会」において、全大学院研究科に対し人材育成機能、

研究成果、さらに将来の発展性などの審査・評価を開

始し、その改革の取り組みに対する支援を強化してい

る。例えば、学内COEの教育研究拠点を複数分野別に選

定して大学院拠点特別経費を効果的に投入するなど戦

略的な拠点形成支援を行ってきた。その成果として、

21世紀COEプログラムとして、平成14年度に「生命科学

分野」で本学大学院生物理工学研究科生物工学専攻が

中心となる「食資源動物分子工学研究拠点」（拠点リ

ーダー：入谷 明・先端技術総合研究所長・理事・生

物理工学部教授）が、続いて15年度には「学際・複合・

新領域分野」で、本学水産研究所が中心となる「クロ

マグロ等の魚類養殖産業支援型研究拠点」（拠点リー

ダー：熊井英水・水産研究所長・理事・農学部教授）

が採択された。2年連続で21世紀COEプログラム拠点に

採択された私立大学は全国で5大学しかなく、本学が果

たしてきた幅広い専門職業人の養成機能と、産業界に

つながる実践的な研究実績が高く評価されたものと確

信している。 

採択された2つの21世紀COE拠点は、日本でも有数の

自然環境と農林水産畜産業等の豊富な生物資源を保有

する和歌山県の地域性を生かし、新しい畜産農業・水

産業の学問の創成と技術革新を目指した世界最高水準

の研究の推進と、その実学の実践的教育によって分野

別専門職業人の養成を行っている研究教育拠点である。 

特に、「食資源動物分子工学研究拠点」は、発生工

学・遺伝子工学を中心として動物・植物・海洋生物資

源など生物界に広く存在する有用遺伝子資源を利用し

て新規機能性食資源動物（第二世代の遺伝子組換え動

物食品など）の創生を行い、且つその生産物の機能性・

安全性に関する科学的証明を社会へ提示することを目

的とした研究教育拠点である。20世紀後半の生命科学

の急速な進歩は我々に膨大な情報を与えてくれたが、

農林水産畜産業の現場への研究成果の展開は予想より

も遅いと言わざるを得ない。「食資源動物分子工学研

究拠点」では、食資源動物を中心とする動物の発生工

学と遺伝子工学を融合した新しい発生遺伝子工学研

究領域の開拓を推進している。その成果として、食資

源動物において多様な社会ニーズに対応した高付加

価値の新規動物性タンパク質資源を創出するなど、技

術革新による新規バイオ産業創出につながる大きな可

能性が期待されている。一方、「食資源動物分子工学

研究拠点」では、人材養成の目的として動物生命工学

分野の高度専門技術を習得して国際レベルで活躍する

「理論と実務の架橋」の役割を果たす専門家（研究者・

技術者）の養成を掲げた。そのために、国内外の若手

研究者が切磋琢磨する教育研究環境を整備するととも

に、これを協力に推進するための実践的教育体制を構

築している。このような動物分子工学領域の開拓と高

度な専門知識と技術を備えた専門家（研究者・技術者）

の育成機能を果たす研究教育の実施は、まさに本学の

「実学重視と未来志向」の建学の精神を具現化したも

のであると考えている。 

近畿大学は、5年間の活動期間を終えた21世紀COE拠

点「食資源動物分子工学研究拠点」の成果を検証して、

新しい動物生命工学の創成、人材育成機能、さらに国

際教育研究ネットワークの強化を図った教育研究拠点

「食資源動物の分子生命工学教育研究拠点（拠点リー

ダー：細井美彦・大学院生物理工学研究科教授）」を



 

 
様式１ 

      【公表用】  

 

展望] 

する組織的支援は、今後も「食資源動

物

     

形成させた。この拠点には、学長の強力なリーダーシ

ップ下で恒常的な組織的支援を行い、日本国内はもと

よりアジア周辺各国を含めた外国から留学生を受け入

れて、動物生命工学分野の高度専門家を輩出する人材

育成機能を持つ国際的教育研究プラットホームの構築

体制を整えている。 

現在、近畿大学では、大学全体で独自の大学教育研

究改革を推進するために、2つの21世紀COE拠点で実施

している様々な優れた教育研究の取組みを、大学院の

専門分野を越えて全学レベルで戦略的に普及させ、さ

らに学部教育まで一部展開させることを検討している。

また、21世紀COE拠点の研究教育実績を私立大学におけ

る実学の実践教育を志向した生命科学教育研究拠点形

成のモデルとして社会へ発信し、その成果を社会へ還

元する活動を進めている。 

３．達成状況及び今後の展望    

[達成状況] 

「食資源動物分子工学研究拠点」では、①畜産農学

分野における統合的生命工学研究領域の開拓、②次世

代の若手専門家（研究者・技術者）の育成、③「分子

工学による食資源動物の改良」の情報発信と社会的還

元、を21世紀COE拠点形成活動の3本柱として、各種事

業を推進してきた。まず、①畜産農学分野における統

合的生命工学研究領域の開拓では、共同研究交流を積

極的に推進した。国際COEシンポジウム（全7回、参加

人数：延べ5,400名）を毎年開催する一方、国内外から

優れた研究者を招請したCOEセミナー（全20回、参加人

数：延べ1,250名）も開催した。本COE拠点の主要な事

業推進担当者が中核として先導している「アグリバイ

オインフォマティクスの高度活用技術の開発（(独)科

学技術振興機構・地域結集型共同研究事業・平成15～

20年度）」でも、地域研究機関・産業界をリードする

農業資源の生物情報活用の世界的な研究拠点形成を進

めている。さらに、本COE拠点の発

生工学・生殖工学基盤技術を生か

した産学連携の大学発ベンチャー

会社「ジーンコントロール(株)」

を設立し、後続の近畿大学発ベン

チャー企業11社設立の先駆けとな

っている。②次世代の若手専門家

（研究者・技術者）の育成では、

博士課程学生を含む若手研究者に

対する経済的支援・国際性の涵

養・研究環境の整備事業を組織的

に進めた。「COE博士研究員制度」では、これまで延べ

8名(外国人2名)を公募により採用した。学内予算措置

による「COE大学院学費免除・減免制度」・「COE奨学

金支給制度」を整備し、全ての大学院生への経済的支

援を充当した。民間企業研究機関在職中の若手研究者

に対して、大学院生として参画する機会を設ける「COE

若手社会人大学院学費免除制度」を実施した(延べ6名）。

「COE研究発表支援制度」により国内学会で研究発表を

行う全ての若手研究者に対し旅費を支給した。さらに、

若手研究者に対し優秀な研究計画を公募・選考して研

究費を支援し(「COE萌芽研究支援制度」)、自立的研究

能力の向上を促した(延べ22件)。また、国際学会での

研究発表支援（COE研究発表支援国外旅費制度）、海外

研究機関への短期留学の奨励（COE若手研究者留学制

度）により、若手研究者は国内外の最先端の研究者と

直接交流し、彼らの国際性の涵養が促された。さらに、

事業推進担当者らによる「先端研究拠点事業－拠点形

成型－」(平成17～18年：(独)日本学術振興会)では、

博士課程学生のフランスへの実験研究留学も行われた

(2ヶ月間、延べ6人)。③「分子工学による食資源動物

の改良」の情報発信と社会的還元では、本COE拠点形成

の社会的意義の重要性を理解してもらう目的で、公開

講座やオープンラボを定常的開催し、その研究活動及

び人材育成機能を広く一般市民へ公開している。 

[今後の

学長を統括と

の分子生命工学教育研究拠点」において強化・拡充

される。具体的には、①大学院教育の実質化を推進す

る教育プログラム体制の確立、②博士課程学生に対す

る経済的支援の拡充、③ポスドク・助教等に対する自

立的研究環境の整備・充実、④国内外の研究機関との

緊密な連携への全学的支援である。特に、教育研究組

織の改編では、高度専門家養成や社会人リカレント教

育(再教育)に対応した体系的な教育

カリキュラムに基づく、専門横断的講

義や国内外へのインターンシップの

科目開講など、大学院における実践的

教育の実質化を推進する。また、世界

レベルで活躍する国内外の研究者を

客員教授(日本人:2名、外国人:10名)

として当該拠点に参画させ、動物の分

子生命工学研究の国際ネットワーク

形成をさらに進展していく。     
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１４年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 近畿大学 学長名 畑 博行 拠点番号 A28 

１．申請分野 Ａ<生命科学>   Ｂ<化学・材料科学>   Ｃ<情報・電気・電子>   Ｄ<人文科学>   Ｅ<学際・複合・新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

食資源動物分子工学研究拠点 (Center for Molecular Bioengineering of Food Animals) 

※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

  研究分野及びキーワード <研究分野：農学> (遺伝資源) (畜産物利用) (発生工学) (食と栄養) (産業動物ゲノム) 

３．専攻等名 生物理工学研究科生物工学専攻、先端技術総合研究所 

４．事業推進担当者           計 １７ 名 

ふりがな<ローマ字>

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

(拠点リーダー) 

 入谷
IRITANI

  明
AKIRA

（78） 
先端技術総合研究所・所長・教授 

生殖生理学 

農学博士 
全体の統括 

Ian Wilmut（62） 先端技術総合研究所・客員教授 
生殖生物学 

Ph.D. 遺伝子導入家畜個体の解析 

岩村
IWAMURA

  俶
HAJIME

（69） 
生物理工学研究科・教授 生物工学

専攻  

生物有機化学 

農学博士 遺伝子導入家畜個体の解析 

赤坂
AKASAKA

 一之
KAZUYUKI

（69） 
生物理工学研究科・教授 生物工学

専攻 

生物物理化学 

理学博士 有用タンパク質の構造・機能解析 

加藤
K A T O

 恒雄
T S U N E O

（55） 
生物理工学研究科・教授 生物工学

専攻 

植物育種学 

農学博士 有用遺伝子の系統解析 

宮下
MIYASHITA

 知幸
TOMOYUKI

（55） 
生物理工学研究科・教授 生物工学

専攻 

分子生物学 

医学博士 有用遺伝子の単離 

細井
H O S O I

 美彦
YOSHIHIKO

（50） 先端技術総合研究所・教授 
生殖生理学 

農学博士 新規有用遺伝子改変家畜の作製 

佐伯
S A E K I

 和弘
KAZUHIRO

（50） 先端技術総合研究所・教授 
獣医生殖生理学 

農学博士 新規有用遺伝子改変家畜の作製 

松本
MATSUMOTO

 和也
K A Z U Y A

（47） 先端技術総合研究所・教授 
分子発生学 

理学博士 遺伝子導入家畜個体の安全性評価 

泉
IZUMI

  秀実
H I D E M I

（48） 
生物理工学研究科・教授 生物工学

専攻 

食品保全学 

農学博士 遺伝子導入家畜個体の安全性評価 

田中
T A N A K A

 顕生
A K I O

（60） 
 

先端技術総合研究所・助教授 

分子生物学 

農学博士 遺伝子導入家畜個体の解析 

秋田
A K I T A

  求
MOTOMU

（46） 先端技術総合研究所・助教授 
農芸化学 

農学博士 有用遺伝子の単離 

森本
MORIMOTO

 康一
K O I C H I

（44） 先端技術総合研究所・助教授 
酵素化学 

農学博士 有用タンパク質の構造・機能解析 

三谷
M I T A N I

  匡
TASUKU

（44） 先端技術総合研究所・助教授 
生殖生物学 

農学博士 新規有用遺伝子改変家畜の作製 

加藤
K A T O

 博己
H I R O M I

（43） 先端技術総合研究所・助教授 
生殖生理学 

農学博士 新規有用遺伝子改変家畜の作製 

宮本
MIYAMOTO

 裕史
HIROSHI

（42） 先端技術総合研究所・助教授 
分子生物学 

理学博士 有用遺伝子の構造解析 

田口
TAGUCHI

 善智
YOSHITOMO

（37） 先端技術総合研究所・講師 
分子生物学 

農学博士 有用遺伝子の構造解析 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ４ １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ 合  計 

交付金額(千円) 39,000 30,000 30,000 
28,000
（2,800） 

26,610
（2,661） 

153,610 
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６．拠点形成の目的 

①拠点形成の目的･必要性・背景 

 1982年のスーパーマウス誕生以来、実験動物にお

ける遺伝子改変研究は目覚ましく進展し、ポストゲノ

ム解析において重要な役割を果たしている。一方、家

畜における遺伝子改変研究は、生理活性物質を乳汁中

に生産させている欧米の一部のベンチャー会社に限ら

れており、それ以外の目覚ましい成果は得られていな

い。しかし、従来型の選抜型育種改良法と比較して、

短期間で個体形質の変換が可能な遺伝子改変技術は、

多様な有用経済形質を備えた家畜の育種改良には不可

欠である。さらに現在では、社会的に解決すべき課題

として生殖医療分野における「少子化・不妊症対策」、

農業分野における「安全な食の開発」、また環境分野

における「生物資源の保存」などがクローズアップさ

れている。これらの課題を解決するためには、医学・

農学・環境学などの専門家（研究者・技術者）はもと

より、産業動物（実験動物や家畜）を対

動物科学の専門家が果たす役割は極め

て大きくなっている。 

象とした応用 源動物の遺伝的改良を目指した発生工学・生殖工学な

本COE拠点は、世界を先導する農学・

畜産分野における生命工学各分野の有

機的・集約的連携を通じた総合的応用

生命科学研究を推進し、発生工学・遺

伝子工学を中心として動物・植物・海

洋生物資源など、生物界に広く存在す

る有用遺伝子資源を利用して新規機能

性食資源動物の創生を行い、かつその

生産物の機能性・安全性に関する科学

的証明を社会へ提示することを目的に

形成された。そして、その研究教育を

通じて、21世紀に懸念される食糧問題

や環境問題に対して、新しく有用な機

能特性を持つ動物性食品を安全に社会

へ提供するとともに、この研究領域で

世界をリードする実務的な人材育成を

図ることを目的とする。 

本COE拠点を構成する大学院生物理

工学研究科生物工学専攻と先端技術総

合研究所は、日本でも有数の自然環境

と農林水産畜産業等の豊富な生物資源

を保有する和歌山県の地域性に基盤を

おき、先駆的な生命科学研究教育を進

めるため設置された。本COE拠点では、

拠点リーダーの入谷を中心とした発

生・遺伝子工学分野で活躍する先進的研究者に加えて、

クローンヒツジ「ドリー」を生んだWilmut客員教授を

迎え、世界最先端の発生工学研究を推進してきている。

本COE拠点は、この研究を中心に、生物界に広く存在す

る有用遺伝子資源をもとに遺伝子・タンパク質から細

胞・個体レベルまでの生命現象について体系的に研究

教育を行う事業推進担当者が有機的・集約的に連携し

ている。この体制は、既存の生命科学・農学・生物生

産などの研究教育組織に見られない優れた体制である。 

 

②期待される成果と学術的・社会的意義 

本COE拠点で展開される研究教育から得られる研究

成果としては、(1)新規有用遺伝子・タンパク質資源の

探索とプロテオーム解析による基礎生物学的知見の蓄

積、(2)進化的に隔たった生物種または界間における代

謝経路・機能性タンパク質の融合による有用形質を付

加させた食資源動物の作出、(3)家畜を中心とした食資

発生遺伝子工学技術を用いた食資源動物の改良 
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どの先駆的な新技術の開発、(4)遺伝子改変食資源動物

由来生産物の機能性・安全性の社会的提示、の4項目が

学術的・社会的に期待される。 

また、その教育成果の社会的意義としては、(1)遺

伝

下の3つの観点から研究を展開・

推

、上記の各研究グループは個別

に

15 

。

８．教育実施計画 

命現象を体系的に研究できる環

境

シス

子組換え動物食品創生の研究と安全性評価にかかわ

る応用生命科学研究分野で活躍する自立的研究能力を

備えた研究者の育成、(2) 農業分野の「安全な食の開

発」、生殖医療分野の「少子化・不妊症対策」、また

環境分野の「生物資源の保存」に関する課題解決にお

いて、動物生命工学分野の発生工学・生殖工学に関す

る先進的な技術開発と産業現場で｢最先端の理論と実

務の架橋｣の役割を果たす専門的職業人の育成、さらに

（3）実務経験を有する社会人に対するリカレント教育

(再教育)を通じた自立的研究管理能力を持つ技術者の

育成に貢献することが挙げられる。 

７．研究実施計画 

本COE拠点では、以

進する。第一に、動物・植物・海洋生物から有用遺

伝子を探索し、遺伝子およびタンパク質の構造と機能

の解析を行う(有用遺伝子探索・プロテオーム解析グル

ープ：Ａ)。第二に、「核のリプログラム」の解明を含

む発生・生殖工学全般の技術革新を進め、有用家畜の

増産や遺伝子導入家畜の作出などを進める(遺伝子改

変食資源動物作製グループ：Ｂ)。第三に、有用遺伝子

を導入した遺伝子改変食資源動物の食品としての機能

性・安全性を検討する(生産物機能性・安全性評価グル

ープ：Ｃ)である。 

研究の実施にあたり

研究を進めることに加えて、各研究グループの有機

的連携により、①プリオン病の予防に向けた高圧NMR

法によるタンパク質凝集化機構の解析(Ａ＆Ｃ)。

②Δ12 (ω6)脂肪酸不飽和化酵素遺伝子に加え、Δ

(ω3) 脂肪酸不飽和化酵素遺伝子を導入した動物の作

製と機能性の検討(Ａ＆Ｂ＆Ｃ)。③遺伝子組換え動物

由来食品における細菌叢の変化およびアレルゲンの種

類・量の検討による安全性評価基準の確立(Ｂ＆Ｃ)。

④植物からの動物の分子工学的改良に役立つ有用遺伝

子の単離と解析(Ｂ＆Ｃ)等の研究活動を重点的に進め

る。さらに、本COE拠点が世界をリードするCOEとして、

確固たる研究基盤の確立と水準の向上を図るため、現

在までに得られたバイオインフォマティクスの知見と

技術開発を基盤として、個々の生物種の優良形質に関

連した遺伝情報とプロテオーム情報の網羅的な収集と

解析を行う(Ａ＆Ｂ)。さらに、拠点リーダー入谷と事

業担当者が中核となる和歌山県が「アグリバイオイン

フォマティクスの高度活用技術の開発（(独)科学技術

振興機構・地域結集型共同研究事業・平成15～20年度）」

を実施している。この事業では、多様な農業資源動植

物に対して質量分析装置を使った網羅的プロテオーム

解析により得られたタンパク質に関する情報をデータ

ベース化し、有用経済形質に関与するバイオマーカー

の探索と有用経済形質を有する個体の選抜システムの

開発を目標としている。本COE拠点では、この事業にお

ける研究手法と成果を直ちにフィードバックして、以

下の課題の解決を進めている。具体的には、①構築さ

れる生物情報と優良形質を関連づけるデータベースに

基づく有用遺伝子の選定と遺伝子改変による食資源動

物の作製、②DNAチップと質量分析装置を利用して遺伝

子改変食資源動物で新たに誘導された遺伝子とタンパ

ク質を検出し、その発現プロファイリング・データを

基盤とした遺伝子改変食資源動物の表現型や生産物の

機能性と安全性に関する評価。③同様の戦略による体

細胞クローン家畜の機能性と安全性の評価、④プロテ

オーム解析技術による核のリプログラムを誘起する卵

母細胞を供試材料とした核のリプログラムメカニズム

の解明と、体細胞クローン技術の向上等の研究、の4

研究課題をＡ＆Ｂ＆Ｃグループが連携して進めている

以上のように、プロテオーム解析を発生工学技術の向

上に利用するとともに、動物・植物・海洋生物のプロ

テオミクスにより得られたタンパク質の網羅的プロフ

ァイリング情報を有用形質データとリンクさせること

で、生物情報を高度に利用して、第二世代の遺伝子組

換え動物性食品の創生とその機能性・安全性を検証す

る基盤の確立に成功しており、今後、これらの成果を

産業レベルに発展させていくための情報の蓄積とスケ

ールアップのための戦略を進めていく。 

 

本COE拠点では、生

と、教員スタッフの研究室の壁を越えた有機的連係

体制および学長主導の柔軟な組織運営体制というポテ

ンシャルの高い組織構成・運営のもと、以下の体系的

教育体制を構築し、国際性豊かな研究能力の高い若手

専門家(研究者・技術者)の育成・輩出を図る。具体的

には、①教育ネットワークの構築と産学交流育成シス

テムの導入、②教育環境のグローバリゼーションによ

る国際的な感性を高める環境の創出、および、③学長

主導による若手研究者・大学院生育成のための研究活

動支援システムの推進、の3項目を実施する。 

①の「教育ネットワークの構築と産学交流育成
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テ

的

大学院生育成の

た

E

、本COE拠点は、動物の発生遺伝子工

学

．研究教育拠点形成活動実績 

究教育拠点

源

動

ムの導入」においては、若手研究者・大学院生に、

国内外の大学院・研究機関の研究者および学生間で交

流する機会を提供するために、COEシンポジウムを開催

する。シンポジウムでは、国内外の研究者による講演

と、全国の若手研究者や大学院生に限ったコンペティ

ション方式のポスターセッションを行う。また、COE

セミナーを開催し、国内外の研究者による講演の聴講

と質疑応答を通じて、学生の研究意欲の向上を図る。

さらに、本COE拠点との連携大学院を開始している岐阜

県畜産研究所において、COEサマーセミナーを開催し、

研究所所属の研究者の講演の聴講および生産現場の見

学を通じて、本COE拠点に所属する大学院生および若手

研究者が発生工学・遺伝子工学を用いた実践的研究教

育へ参画する機会を増加させる。また、COEインターン

シップ制度を創設し、本COE拠点の大学院生に、本COE

拠点内に設立した産学協同によるベンチャー会社（ジ

ーンコントロール(株)）などにおけるインターンシッ

プ研修を受講させ、実験動物関連企業での実務教育を

開始する。さらに、民間企業研究機関で実務経験を有

する若手研究者に対して、リカレント教育カリキュラ

ムを設置し、COE若手社会人大学院学費免除制度を利用

した本COE拠点の研究活動に参画する機会を開く。 

②の「教育環境のグローバリゼーションによる国際

な感性を高める環境の創出」においては、博士後期

課程に在学中の学生を海外の研究機関へ短期留学させ、

その費用の補助を行う(COE若手研究者留学制度)。また、

COE大学院入学試験海外留学生支援制度を創設し、外国

人を対象として本COE拠点大学院への入学者を募集す

る。さらに、COE研究発表支援国外旅費制度を設け、外

国学会で研究成果の発表を行う大学院生・COEポスドク

に対し旅費の補助支給を行い、国際性の涵養と研究に

対するインセンティブ効果を促す。 

③の「学長主導による若手研究者・

めの研究活動支援システムの推進」においては、公

募により積極的に学外・海外からのポスドク研究員

(COE博士研究員制度)を採用する。一方、大学独自のCO

大学院学費免除・減免制度を整備し、学生の経済的負

担の軽減のための施策を行っている。同時に、COEフェ

ロー制度(TA・RA)を整備し、本COE拠点における研究お

よび教育活動の補助業務に携わる大学院生に対し経済

的支援を進める。また、COE研究発表支援制度を設けて、

国内学会で研究成果の発表を行う大学院生・COEポスド

クに対し、旅費の補助支給を行っている。さらに、自

立的研究能力の涵養を目的としたCOE萌芽研究支援制

度を設け、本COE拠点の若手研究者・大学院生からオリ

ジナルの研究計画を募集し、書類選考とプレゼンテー

ション審査により優秀な研究計画を選考して研究費の

支援を行う。 

以上のように

分野における国際的な研究教育体制の構築を組織的

に進める。さらに、上記の教育計画の実施により、本

COE拠点は、高い専門知識、自立的研究能力、さらに専

門的技術を身に付けた若手専門家(研究者・技術者)育

成を目指し、アカデミックのみならず、製薬会社、産

業動物生産企業、国内外の試験・研究機関、さらに生

殖医療クリニックなどの多方面の非アカデミック分野

において活躍する次世代の人材育成機能を果たしてい

く。 

 

９

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研

形成計画全体の目的達成度 

21世紀COEプログラム「食資

物分子工学研究拠点」形成の

目的は、畜産学・農学における

生命工学を集約し分野横断的な

連携を展開することにより、「分

子工学による第二世代の遺伝子

組換え動物性食品の創生とその

機能性・安全性に関する科学的

根拠を社会へ提示する」という

コンセプトを実践し、総合的応

用生命科学として「食資源動物
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の分子生命工学」を開拓することである。COE補助金に

加えて、学内経費や競争的外部資金を効果的に運用す

ることにより、本COE拠点における若手研究者・大学院

生の支援制度や教育研究環境の充実が図られ、大学院

改革が飛躍的に進展した。 

さらに、拠点形成において、岐阜県畜産研究所との

連

2) 材育成面での成果と拠点形成への寄与 

内外か

ら

化

E拠点における博士号取

得

3) 究活動面での新たな分野の創成と、学術的知見等 

で

携大学院（平成15年度～）、(独)科学技術振興機構・

和歌山県地域結集型共同研究事業（平成15～20年度）

や(独)日本学術振興会・先端研究拠点事業(平成17～18

年度)など、当該分野における先進的研究事業が展開さ

れた。そして、本事業推進担当者の有機的連携による

多様な農業資源生物の生物情報の利用基盤が構築され、

本COE拠点は世界レベルで食資源動物の分子生命工学

分野の先導的役割を果たしている。また、これらの活

動を通して、経済形質の遺伝子改変、遺伝子改変動物

の開発、遺伝子組換え食品の安全性の各分野において、

高度な専門技術と知識を習得した若手専門家（研究

者・技術者）を育成し、アカデミックのみならず非ア

カデミック分野へ輩出している。このように、本21世

紀COEプログラム教育研究拠点形成は、おおむね想定通

りの成果を挙げることができた。 

 

人

COE補助金や他の競争的外部資金によって国

採用された延べ17名にのぼる多様なバックグラウン

ドを持つ博士研究員は、本COE拠点で展開する研究活動

の中核として活躍し、さらに大学院生に対する自立的

研究姿勢を促すなどの2次的な教育効果を生み出した。 

また、学長主導で大学院生に対する経済的支援を強

し、本COE拠点大学院への入学・進学者の増員プラン

を実施した。具体的には、大学独自の「COE大学院学費

免除・減免制度」、「COE大学院奨学金支給制度」、「COE

若手社会人大学院学費免除制度」により、選抜された

大学院生、若手社会人や外国人留学生が研究に専念で

きる経済的な環境支援制度を充実させた。その結果、

本COE拠点大学院博士後期課程への進学者は、採択年度

以降増加し、定員を超える学生が在籍している。また、

博士前期課程へ進学する学部学生も増加し、飛躍的に

大学院の充実が図られた。 

本プログラム採択後、本CO

者は年々増加している。博士号取得者およびCOE博士

研究員のキャリアパスについては、近畿大学医学部助

手、近畿大学生物理工学部助手、高知大学理学部助手、

九州大学農学部助手に任用された他、ハワイ大学をは

じめとする国内外の多くの機関で先端研究スタッフと

して迎えられている。一方、博士前期課程修了者も国

立研究機関をはじめ、実験動物関連企業、食品製造企

業、製薬企業等における研究や品質管理、医療専任ス

タッフなど、本COE拠点で培われた知識と技術を活かす

職場に就職している。 

 

研

本COE拠点では、世界的にも類が無い畜産農学分野

の先進的総合研究を進めている。代表的な研究成果

を以下に記す。①有用遺伝子探索・プロテオーム解析

グループ：圧力可変NMR法により、プリオンを含めたタ

ンパク質の構造多様性を明らかにし、機能と構造の解

析で新しい概念を切り拓いた（PNAS, 2003; PNAS, 

2004)。また、MITE型トランスポゾンmPingを同定し

（Nature , 2003）、この構造的特徴をマップ化する誘

発突然変異遺伝子のクローニングとイネにおける2次

代謝の機能分化解析法の確立を進めている。②遺伝子

改変食資源動物生産グループ：ホウレンソウのΔ12脂

肪酸不飽和化酵素遺伝子を機能させた遺伝子組換えブ

タの作出（特許出願; PNAS, 2004）や同じ遺伝子を組

込んだマウスが抗肥満能を有することを世界で初めて

明らかにした。現在、これら遺伝子導入動物を第二世

代の遺伝子組換え動物のモデルとして、有用性・安全

性の解析を進めている。また、RNA干渉をES細胞へ適用

して標的タンパク質発現抑制マウスの作製に成功した

（特許出願; JBC, 2005）。さらに、クローン技術にお

いて、発生能の高いウシクローン胚を選択する新規の

選抜方法を確立した（特許出願; JRD, 2007）。③生産

物機能性・安全性評価グループ：遺伝子組換え動物性

食品の市場確立に向けて、植物の生理活性物質の同定

と機能解析（MGG, 2002; PNAS, 2005）、生産履歴を公

表するトレーサビリティー・システムの構築(特許出

願)、トランスクリプトーム・プロテオーム解析に基づ

く実質的同等性の科学的検証法などの研究が進展した。

 

 

4) 業推進担当者相互の有機的連携 

物・海洋生物・

微

事

本COE拠点の特徴でもある、動物・植

生物の研究者は、連携して多様な農業資源生物に対

するトランスクリプトーム・プロテオーム解析データ

をプロファイリングし、農業資源生物に特化して独自

に開発したLIMS(Laboratory Information Managing 

System)を用いた有用形質データとリンクさせること

で、生物情報を高度に利用して、第二世代の遺伝子組

換え動物性食品を創生し、その機能性・安全性を検証

することを目標として研究を展開している。これまで
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農業資源動植物の有用経済形質をタンパク質レベルで

解析し、その生物情報を知識化させた例は殆どなく、

本事業推進担当者の連携により多様な生物資源を効率

的に利用する開発基盤を構築している。また、拠点内

バイオベンチャーであるジーンコントロール(株)では、

遺伝子改変マウス作製に係る新技術となる開発シーズ

が集積される体制を構築するとともに、COEインターン

シップ制度や、学内外の研究機関の若手研究者に対す

る技術研修の実施など、本COE拠点での研究教育活動に

も参画している。 

このような事業推進担当者の連携のもと、人材育成

に

5) 際競争力ある大学づくりへの貢献度 

・大学院生

に

極的な競争的研究資金

の

な研究拠点の構築

と

国内外に向けた情報発信 

外の研究者を招請した

CO

にま

心である

「

関して、各事業担当者は、進捗状況の全体会議や定

例報告会、若手研究者によるCOE研究成果発表会やグル

ープ単位のワーキング会議を頻繁に開催した。また、

拠点内無線LANを利用することで、研究進捗状況のリア

ルタイム・ミーティングを行うなど、研究環境の一元

化に努めた。 

 

国

平成14年度の事業開始以降、若手研究者

対する応用生命科学の研究教育環境の一元化・基礎

的設備の充実に力を注いできた。このような環境基盤

の整備を進めながら、地方自治体の公設試験機関、国

内外の民間企業や、他大学・研究所等の研究機関との

連携を強化し、包括的に運営することにより、拠点リ

ーダーを中心に国際競争力のあるアグリリソースを対

象とした統合的バイオインフォマティクスの世界的拠

点の構築を推進してきた。 

そのために、本COE拠点は積

 

 

獲得について全学的にバックアップされている。私

立大学学術研究高度化推進事業などを積極的に利用し

た施設ならびに設備の充実により継続的な高度化が計

られており、私立大学・大学院等教育研究装置施設整

備費（大学等分）を利用した設備機器の設置が進めら

れている。また、「人材育成が研究資金の有効利用の

原動力である」との考えから、人材育成の環境整備や

各種支援策が実施されている。さらに、食資源動物の

分子工学関連分野における国際的研究者11名(外国人9

名、日本人：2名)を平成19年度より本COE拠点の客員教

授として招聘することとなった。 

このように、独創性の高い国際的

世界で活躍できる人材の育成機能の強化を図ること

により、国際競争力のある私立大学としての発展を遂

げている。 

 

6)

国際COEシンポジウムや国内

Eセミナーを開催し、国際的な研究者との直接交流を

通して情報発信を行ってきた。そのひとつである「食

の安全」をテーマとした公開シンポジウム（平成17年

12月）は、約500名の一般聴講者を集め、研究者との相

互理解を深める契機となった。また、国際学会での研

究発表や事業推進担当者による招待講演、大学院生の

海外研究機関への短期留学を通して、世界に本COE拠点

の成果が発信されている。こうした成果は、本COE拠点

ホームページ（http//ccpc01.cc.kindai.ac.jp 

/co-shok/index.html）や「COEニュースレター」

とめられ、広く一般に公表されている。 

さらに、食資源動物の発生工学分野の中

国際胚移植学会(International Embryo Transfer 

Society)」第33回大会が、拠点リーダーの入谷が会長

となり、2007年1月にアジアで初めて日本で開催された。
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約30カ国から約720名の参加者を数えた。本プログラム

の最終年である2007年1月に催されたこの学会におい

て、その実りある成果を世界に発信する場を得たこと

は非常に大きな意義があった。 

 

7) 点形成費等補助金の使途について（拠点形成のた

を若手研究者と大学院

生

バ

(全

環

②今後の展望 

外研究発表支援、COE大学院学費免

除 OE

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内外に与

いて、発生工学・生殖工学研究に関

連

て教

職

     

拠

め効果的に使用されたか） 

研究拠点形成費の全額近く

の育成に配分し、各事業推進担当者の研究経費につ

いては、競争的外部資金などを効果的に充てている。 

まず、「COE博士研究員雇用経費」により、多様な

ックグラウンドを持つ若手研究者を国内外より本

COE拠点に参画させた。また、「COE研究発表支援国内

旅費」及び「COE研究発表支援海外旅費」により、多数

の若手研究者・大学院生が国内外の学会で研究成果を

発表してきた。「COE若手研究者留学制度」により、大

学院生のハワイ大学等への短期留学を支援した。 

「若手教育活動推進費」は、国際COEシンポジウム

7回)やCOEセミナー（全20回）の定常的開催に充て

られ、また、連携大学院である岐阜県畜産研究所にお

いて開催されたCOEサマーセミナーでの研究発表や現

場教育に充てられた。さらに「COE萌芽研究支援制度」

により、本COE拠点の若手研究者・大学院生から応募さ

れた独創性の高い研究計画に対する研究費の支援を行

った。これにより、若手研究者の自立的研究能力の涵

養と研究に対するインセンティブ効果が図られた。 

 さらに本COE拠点では、研究教育環境の整備の一

として、若手研究者・大学院生専用のコンピュータ

ー設備（一人一台）の充実を本補助金「COE研究支援シ

ステム整備」に加え大学が経費を追加負担する形で行

った。 

 

大学院生国内

・減免やCOE大学院奨学金に代表されるように、本C

拠点形成を利用して大学院教育改革が進められ、拠点

における学生支援策が大学独自の予算措置により恒常

的な制度となっている。この実績を踏まえて、本COE

拠点での教育プログラムに則ったカリキュラムの改革

を進めている。さらに、「最先端の理論と実務の架橋」

的役割を果たす食資源動物の分子工学を中心とする発

生工学・生殖工学・分子工学の高度専門家の育成には、

国際レベルの研究教育を推進する教員と多様な実務経

験を有する専門家の緊密な連携が必要である。国内外

インターンシップ拠点と緊密な連携を保ちながら、共

同研究を通じた若手人材育成を図るべく、本プログラ

ム終了以降も、競争的外部資金の獲得を積極的に目指

していく。 

 

えた影響度） 

本COE拠点にお

する動物生命工学分野と生物情報学分野の融合領域

で養成された人材は、アカデミックのみならず、製薬

会社、産業動物生産企業、畜産関係の試験・研究機関、

最近では生殖医療クリニックなどの多方面の非アカデ

ミック分野で国際的に活躍している。大学院に対して、

高度な専門知識と技術能力を備え「最先端の理論と実

務の架橋」的役割を果たす高度専門職業人の養成機能

を求める社会ニーズが益々高くなっている。このこと

を踏まえて、本COE拠点では、研究教育や人材育成の実

績から、当該教育プログラムを中核に博士前期課程の

授業科目の大幅な再編と博士後期課程における授業科

目の再構築を継続して組織的に行っている。本大学院

生物工学専攻は国立大学と比して小中規模に属する大

学院であるが、我々が進める「現代社会に求められて

いる多様な職場で活躍する高度専門家の育成プログラ

ム」による大学院実質化のシステム作りは、学部教育

が主流である多くの私立大学において大学院教育改革

を進める際のモデルとして注目されている。 

一方、学内的には、21世紀COE拠点形成を通じ

員の大学教育改革への大きな意識変革が生じ、当該

拠点に対する全施策が恒常的制度となることが全学的

に決定された。21世紀COE拠点「食資源動物分子工学研

究拠点」の成果の検証から出発した教育研究拠点「食

資源動物の分子生命工学教育研究拠点（拠点リーダ

ー：細井美彦・大学院生物理工学研究科教授）」にお

いて、新たに施行される教育研究支援制度も全て恒常

的制度として継続される。その財源として、定常的な

予算措置の他、21世紀COE拠点のベンチャー企業や技術

開発からの収益を視野に入れた体制を整備している。 
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１．研究活動実績 

①この拠点形成計画に関連した主な発表論文名・著書名【公表】 
 ・事業推進担当者（拠点リーダーを含む）が事業実施期間中に既に発表したこの拠点形成計画に関連した主な論文等 

〔著書、公刊論文、学術雑誌、その他当該プログラムにおいて公刊したもの〕） 
・本拠点形成計画の成果で、ディスカッション・ペーパー、Ｗｅｂ等の形式で公開されているものなど速報性のあるもの 

※著者名（全員）、論文名、著書名、学会誌名、巻(号)、最初と最後の頁、発表年（西暦）の順に記入 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待

講演者（３名程度）） 

(1) 2002年12月17日・近畿大学11月ホール(東大阪市）、21世紀COEプログラム選定記念シンポジウム
「生物の設計図―遺伝子を操る21世紀の世界」、参加者：2401人(外国人：30人)、主な招待講演者：
江藤剛治(近大 理工学部 教授)・宮澤正顯(近大 医学部 教授)・宮下 盛(近大 水産研究所 教授)

(2) 2003年6月21日・近畿大学先端技術総合研究所(海南市)、近畿大学先端技術総合研究所公開シンポ
ジウム、参加者：88人(外国人：3人) 

(3) 2003年9月3日・近畿大学生物理工学部(和歌山県那賀郡・現紀の川市)、近畿大学21世紀COEプログ
ラム「食資源動物分子工学研究拠点」第1回サマーセミナー、参加者：45人(外国人：3人)、主な招
待講演者：Heiner Niemann(Institute for Animal Science (FAL), Mariensee, Germany)・永井 卓
(独立行政法人 農業生物資源研究所 動物生命科学研究所 発生工学研究チーム長) 

(4) 2003年9月4日・ホテル日航関西空港 (泉佐野市)、近畿大学21世紀COEプログラム「食資源動物分
子工学研究拠点」第2回国際COEシンポジウム、参加者：230人(外国人：6人)、主な招待講演者：竹
市雅俊(独立行政法人 理化学研究所 発生・再生科学総合研究センター長)・Heiner 
Niemann(Institute for Animal Science (FAL), Mariensee, Germany) 

(5) 2003年10月29日・近畿大学生物理工学部(和歌山県那賀郡・現紀の川市)、近畿大学21世紀COEプロ
グラム「食資源動物分子工学研究拠点」第2回セミナー、参加者：78人(外国人：4人)、主な招待講
演者：中西 章(東工大大学院 生命理工学研究科 生命情報専攻) 

(6) 2003年11月11日・近畿大学先端技術総合研究所(海南市)、近畿大学先端技術総合研究所オープン
ラボ、参加者：84人(外国人：3人) 

(7) 2003年11月22日・近畿大学11月ホール(東大阪市)、21世紀COEプログラム2年連続選定記念シンポ
ジウム、参加者：1800人(外国人：36人)、主な招待講演者：野依良治(独立行政法人 理化学研究所 理
事長) 

(8) 2004年9月30日・ホテルアバローム紀の国（和歌山市）、近畿大学21世紀COEプログラム「食資源
動物分子工学研究拠点」第4回国際シンポジウム、参加者：260人(外国人：4人)、主な招待講演者：
Carol Keefer (University of Maryland, US), Fulvio Gandolfi (University of Milan, Italy)

(9) 2004年10月30日・近畿大学先端技術総合研究所(海南市)、近畿大学先端技術総合研究所オープン
ラボ、参加者：84人(外国人：3人) 

(10) 2005年4月12日・近畿大学生物理工学部(和歌山県那賀郡・現紀の川市)、近畿大学21世紀COEプロ
グラム「食資源動物分子工学研究拠点」第5回国際シンポジウム、参加者：350人(外国人：4人)、主
な招待講演者：Ian Wilmut (Roslin Institute, UK), Gabor Vajta (Danish Institute of Agricultural 
Science, Denmark), 三宅正史（神戸大学大学院自然科学研究科・教授）、南 直治郎（京都大学大
学院農学研究科・助教授） 

(11) 2005年6月4日・近畿大学先端技術総合研究所(海南市)、近畿大学先端技術総合研究所オープンラ
ボ、参加者：84人(外国人：3人) 

(12) 2005年8月31日～9月1日・飛騨・世界生活文化センター, 岐阜県畜産研究所（岐阜県高山市）、
連携大学院・近畿大学21世紀COEプログラム「食資源動物分子工学研究拠点」合同サマーセミナー
2005、参加者：45人(外国人：2人) 

(13) 2005年12月3日・近畿大学生物理工学部(和歌山県紀の川市)、近畿大学21世紀COEプログラム「食
資源動物分子工学研究拠点」公開シンポジウム「食の安全をやさしく科学するシンポジウム」、参
加者：500人(外国人：4人)、主な招待講演者：川村和彦（(独)農林水産消費技術センター 神戸セ
ンター所長）、熊谷 進（東京大学大学院 農学生命科学研究科・教授）、渡邉和男（筑波大学大
学院 生命環境科学研究科・教授）、西川禎一（大阪市立大学大学院 生活科学研究科・教授） 

(14) 2006年10月22日・近畿大学先端技術総合研究所(海南市)、近畿大学先端技術総合研究所オープン
ラボ、参加者：85人(外国人：3人) 

(15) 2006年12月6日・ホテル日航関西空港 (泉佐野市)、近畿大学21世紀COEプログラム「食資源動物
分子工学研究拠点」第7回国際COEシンポジウム、参加者：230人(外国人：6人)、主な招待講演者：
山中伸弥(京都大学再生医科学研究所・教授)、小倉淳郎（理化学研究所 筑波研究所・室長） 



 
様式３ 

 

近畿大学（A28）―4頁 

２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

(1) COE大学院学費免除・減免制度 
(ア) 対象：近畿大学大学院生物工学専攻博士前期課程・博士後期課程入学者・在籍者で成績優秀

者。(選抜方法：21世紀COEプログラム事業推進担当者である担当教員の推薦をもとに、21
世紀COEプログラム学生支援委員会で審議・選考後、研究科長の推薦により、学長が決定)

(イ) 実施時期：平成14年度～ 
(ウ) 内容：標準修業年限(博士前期課程2年間・博士後期課程3年間)の大学院の学費を免除・減免

する。（博士前期課程：授業料全額免除：5名、授業料半額免除：5名、博士後期課程：授業
料全額免除：10名） 

(2) COE若手社会人大学院学費免除制度 
(ア) 対象：本拠点の近畿大学大学院生物工学専攻博士後期課程へ入学を希望する他企業・研究機

関の若手社会人研究者。（選抜方法：上記(1)の「COE大学院学費免除・減免制度」に同じ）
(イ) 実施時期：平成14年度～ 
(ウ) 内容：他企業・研究機関の若手社会人研究者に対してその高度育成と社会へ生命科学研究成

果の還元を行うために、博士後期課程標準修業年限の大学院学費を免除する。平成14年度～
18年度にかけて、5名が免除を受けた。 

(3) COE大学院奨学金支給制度 
(ア) 対象：近畿大学大学院生物工学専攻博士後期課程入学者・在籍者。（選抜方法：上記(1)の

「COE大学院学費免除・減免制度」に同じ） 
(イ) 実施時期：平成14年度～ 
(ウ) 内容：対象学生(延べ5名以内)に､月額10万円を支給。最長積算3年間、1年毎に再申請。平成

14年度～18年度にかけて、のべ11名が免除を受けた。 
(4) COE研究発表支援制度 

(ア) 対象：近畿大学大学院生物工学専攻博士前期課程・博士後期課程在籍者および若手研究者
(COEポスドク)。（選考方法：21世紀COEプログラム事業推進担当者である担当教員の推薦と
申請書をもとに、拠点リーダーが決定） 

(イ) 実施時期：平成14年度～18年度 
(ウ) 内容：該当する学生又は若手研究者が本拠点で得られた研究成果を学会等で発表する場合

に､研究拠点形成費補助金取扱要領に則り、その交通費を支給する。年間延べ50名程度の支
援を行った。 

(5) COE教育設備支援制度 
(ア) 対象：近畿大学大学院生物工学専攻博士前期課程・博士後期課程在籍者および若手研究者

(COEポスドク研究員)。（選抜方法：上記4の「COE研究発表支援制度」に同じ） 
(イ) 実施時期：平成14年度～18年度 
(ウ) 内容：該当する学生又は若手研究者の研究環境を支援する目的で､情報処理端末であるコン

ピュータを支給した。年間20件程度で実施された。また、該当する大学院生又は若手研究者
から要望のある実験機器設備に関しては、21世紀COEプログラム事業推進担当者である担当
教員の申請書をもとに、その重要度から拠点リーダーの審査を受け､許可されたものを平成
18年度は6,428千円規模で導入した。 

(6) COEポスドク研究員制度 
(ア) 対象：博士号取得後の若手研究者(採用初年度の4月1日現在において35歳未満の者)。（選考

方法：21世紀COEプログラム学生支援委員会で審議・選考後、拠点リーダーの申請を経て、
学長が決定） 

(イ) 実施時期：平成14年度～18年度 
(ウ) 内容：月額380千円を支給。平成14年度～18年度にかけて、のべ17名を採用した。 

(7) COEシンポジウム・サマーセミナー  
(ア) 実施時期：平成15～18年度 
(イ) 内容：第2回国際COEシンポジウムでは、学内発表者の他に学外発表者21名を含む合計45名の

大学院生・若手研究者によるポスターセッションを行い、その中でステューデント・コンペ
ティション（3名に対して賞状と賞金を授与）を実施し､研究の目的意識の向上を図った。

(8) COE萌芽研究支援制度 
(ア) 対象：近畿大学大学院生物工学専攻博士後期課程在籍者、博士研究員および35歳以下の若手

教員。（選考方法：研究の立案・遂行能力が高く、かつ人物･成績とも優秀であることを21
世紀COEプログラム学生支援委員会で判定（一次審査：書類審査、二次審査：プレゼンテー
ションと質疑応答による審査） 

(イ) 実施時期：平成14年度～18年度 
(ウ) 内容：学生又は若手研究者の研究能力と意欲を向上させるため、本拠点に関係する自発的研

究に関して研究費（10～20万円）の支援を行った。5年間で22件の支援を行った。 
上記の他に､(9)COE大学院入学試験海外留学生支援制度（平成14～18年度で、1名が国外より入学）、
(10)COE若手研究者留学制度(3ヶ月間、平成17年度に博士後期課程大学院生1名に対して実施（ハワイ
大へ留学）)、(11)COEインターンシップ制度(大学院生を年間2名程度、バイオベンチャー会社へ派遣・
研修させた。)、 (12)COEフェロー(TA・RA)制度（平成14-18年度、のべ230名、22,500千円）の合計12

 項目の独自の若手研究者等の人材育成プログラムを制定・運用している。 



機関名： 近畿大学  拠点番号： Ａ２８    ２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果                 （総括評価） 設定された目的はある程度達成された （コメント） 研究教育拠点計画全体については、設定された目的はある程度達成された。「分子工学による第二世代の遺伝子組換え動物性食品の創生とその機能性・安全性に関する科学的根拠を社会へ提示する」という構想を実践する準備ができた状況である。学長支援の下で活発に情報発信して啓発活動も行われ、研究教育環境が整備され、若手研究者の養成も始まり、ある程度目的を達成し、今後の発展につながる基盤ができた。 人材育成面では博士研究員を研究の中核とし活発に研究できるようにしたこと、学長主導で大学院生と若手研究者への経済的支援を強化したこと、大学院教育を充実させて次第に進学者が増加したこと、博士号取得者も増加したことなどが評価できる。まだ大学院修了者は少なく、十分に評価できる段階ではないが、経験を積み、真の活躍が実現できることを期待する。 研究活動面では、主目標である家畜の改良を目指した外来遺伝子導入ブタを作出したことは評価できるが、食資源動物としての有効性については検討中であり、今後に残された課題である。他の多様な基礎研究が目標に向って連携することを期待したい。 補助事業終了後も恒常的に学内支援が継続され、本拠点での教育プログラムに則ったカリキュラムの改革が進められている。学内で大学院改革のモデルとして注目され、大学の運営にかなりの影響を与えており、今後の発展を期待する。 本拠点形成で得た成果を活用し、「食の安全」を判断できる専門家を養成する拠点として、また、社会人を再教育することにより実質的な技術者を養成する拠点として、発展することを期待したい。   

 


